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■時期 ： 平安時代前期　■出土遺跡 ： 宮城県多賀城市市川橋遺跡 ■寸法 ： 高さ16.2cm　口径15.5cm　胴経15.1cm　底経7.0cm基本情報
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　墨書人面土器の用途については、古代における
「贖物（あがもの）」との関連性が指摘されています。贖
物とは、人々が罪や穢を祓い清めるため、その代償とし
て差し出す物品のことです。平安時代の儀式書に、大
祓（おおはらえ）という儀式の際に用いられる「御贖物」
の一つとして、「坩（つぼ）」が記されています。これによ
ると、天皇が「坩」に息を吹きこみ、他の御贖物と一緒に
河に流す規定でした。本資料も、おそらく穢などを祓い
清める目的で河川に流されたものと考えられます。
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　墨書人面土器とは、土器の外面に人の
顔が描かれた土器で二～四面描かれるも
のが多く、器形は主に壺・甕である。平城
京・長岡京・平安京といった古代の宮都か
ら多く出土し、地方からは国府や郡家のよ
うな官衙関連遺跡から多く発掘される。出
土遺構は、溝や河床といった「流れ」に関す
る場所がほとんどで、古代の人々が穢（けが
れ）などを祓う目的で流したものと考えられ
ている。

　当博物館のシンボル展示である墨書人
面土器は、深鉢型の土師器で、外面に1.0
㎝～1.5㎝の段が附せられている点から、ろ
くろ成形の土器であることが分かる。土器
の年代は、形式から考えて平安時代前期の
ものと推定されている。人面は四面描かれ
ており、眉・目・鼻・口・鼻ひげ・あごひげ・耳が
端正に表現されている。
　昭和34年（1959）～昭和37年（1962）
に行われた砂押川河川改修工事の際に、
多量の遺物と伴に出土し、出土層は現在の
市川橋付近の水田面下3～4mの黒色土層
と考えられている。発掘後、東北学院大学
工学部に保管展示され、その後文学部史

学科加藤孝助教授（当時）が研究資料とし
て土樋キャンパスに持ち帰るが、定年退職
時に多賀城市埋蔵文化財調査センターに
寄託された。平成21年（2009）4月に東北
学院大学博物館設立に伴い当館の展示資
料となり、現在に至る。

　出土地である市川橋遺跡は、多賀城跡
の南面に広がる遺跡である。多賀城には陸
奥国府と鎮守府（のちに胆沢城に移転）が
置かれ、律令国家による東北支配の拠点で
あった。城内では日常政務の他に、政庁に
おいて元日朝賀や蝦夷（えみし）の朝貢儀
礼等が行われた。
　一方、城外においては市川橋遺跡をはじ
め、河川跡から奈良～平安時代の遺物とし
て墨書人面土器の他に斎串（いぐし）や人
形（ひとがた）など祭祀に関わる遺物が数
多く出土している。おそらく、市川橋遺跡周
辺の河川において、多賀城の役人あるいは
城下に住む人々が水辺の祭祀を行い、その
際に本資料が使用されたと考えられる。
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四つの顔に描かれた、古代陸奥国の「祈り」

用語解説 詳しくはP26へ

＊1 市川橋遺跡
＊2 多賀城
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河川跡から出土したのにも関わら
ず、保存状態がすごく良い！

この資料のココがすごい！！

なんといっても端正に描かれた顔！
まさに墨書“イケメン”土器？！
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